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◇ 英国では統一地方選の歴史的な敗北と欧州議会選挙への参加決定を受け、メイ首相に対する退陣

圧力が再び高まっている。ただ、これまでのところ首相は離脱協定の批准ができない場合の退陣

に向けた工程表を明らかにすることを拒否。欧州議会選挙に参加しても、新議会が召集される７

月２日までの離脱実現を目指している。最近の欧州議会選挙の世論調査では、ブレグジット党が

一段とリードを広げている。英国が欧州議会選挙に参加すれば、右派ポピュリストの獲得議席が、

主要会派を上回る可能性がある。離脱協議の遅れが今後のＥＵ運営にも影響しかねない。 

 

７日に保守党の党首不信任手続きを所管する1922年委員会のブレイディー委員長と面会したメイ

首相は、８日までに離脱協定の批准ができない場合の退陣に向けた工程表を明らかにすることを求

められていた。８日に再び同氏と面会したメイ首相はこうした要求に応じることなく、あくまで離

脱協定を批准した後に退陣するとの従来の主張を繰り返した模様だ。ただ、15日に1922年委員会幹

部と面会することを約束し、今後の進退について何らかの話し合いが行われる公算が大きい。メイ

首相が自ら退陣時期を明らかにしない場合、12月より前に党首不信任手続きを解禁する党則変更が

改めて協議される可能性も取り沙汰されている。 

メイ首相が新たに提案した次の総選挙までの時限的な関税同盟残留の妥協案を労働党は拒否し、

７日に再開された与野党協議はこう着が続いている。政権ナンバー２のリディントン内閣府担当相

は７日、23日までに離脱協定を批准する見込みが立たないことを認め、英国が欧州議会選挙に参加

することを表明した。与野党協議は週明けに再開を予定しており、事態の打開ができない場合、メ

イ首相は様々な代替案の投票を行うか、離脱協定を実行に移す法案審議を開始するかを決断すると

みられる。首相と面会後にブレイディー委員長は、欧州議会選挙前に離脱協定法案の第二読会での

議会採決を目指す方針であると理解していると述べた。メイ首相は欧州議会選挙に参加を余儀なく

される場合も、新議会が召集される７月２日までに英国がＥＵを離脱することを目指している。 

英国の欧州議会選挙の最近の世論調査では、かつて英国独立党（UKIP）を率いたファラージュ氏

が新たに旗揚げしたブレグジット党が30％前後の支持を固めており、第１党となりそうだ（図表

１）。２日の統一地方選では、保守党が失った票の多くが自由民主党や緑の党に流れたが、同選挙

にブレグジット党は参加していなかった。保守党の離脱支持者の多くは、欧州議会選挙でブレグジ

ット党に投票するか、投票を棄権するとみられる。４月24日付けレポート「英国が欧州議会選挙の

結果を左右する」で指摘した通り、英国が欧州議会選挙に参加する場合、反ＥＵ色を強めるハンガ

リーやポーランドの政権与党が合流するかにもよるが、ブレグジット党も含めた右派ポピュリスト

の獲得議席が、現最大会派の欧州人民党（ＥＰＰ）など主流会派を上回る可能性がある（図表２）。

離脱協議の遅れが、今後のＥＵ運営にも影響しかねない。 

http://group.dai-ichi-life.co.jp/dlri/pdf/macro/2019/tanaka190424europeanparliament.pdf
http://group.dai-ichi-life.co.jp/dlri/pdf/macro/2019/tanaka190424europeanparliament.pdf
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以上 

出所：YouGov資料より第一生命経済研究所が作成

（図表１）英国の欧州議会選挙の最新世論調査
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　　　　【英国が不参加】

注：１）英国不参加の場合の定数は705議席に削減、英国参加時の定数は751議席で前回と同じ構成
　　２）ハンガリーのフィデスはＥＰＰではなく、ＥＮＦに含めた
　　３）ポーランドの法と正義はＥＣＲではなく、ＥＮＦに含めた
　　４）フランスの共和国前進はその他中道ではなく、ALDEに含めた
出所：European Elections Stats（5/8時点）より第一生命経済研究所が作成

（図表２）欧州議会選挙の会派別予想獲得議席（調整後）
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